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t持造の単純化， 製作 L艇の合理化に留怠したこと，第 3 は 50 サ

イクル ， 60 サイクノレ fo!，j用のはん(汎)用機関車としたこと ， 第 4

は;1:lllau~:"を完全無終点、電弧にするための基礎固めをしておくこ

となどである。車体は重泌総指市1I御用 として前面開き戸を設け

ており ， ff車は ED72 と問じように，引張力の着力点が レーノレ

Iflï上に くるよ うにして粘着性能の向上をはかっている。駆動装

jí!,'(J 1 段歯車減速のつり掛け式である。

ごと電動機は標準形電動機 MT 52 で， 主変圧熔は外鉄形， 送油

風冷式で あるが， f丘任タッ プ切換方式にな ったため調整変圧様

が不ffJ となり ，構造は簡 lØ- ，こ重w:(.l軽く な っ た。

タッ プ切換装置 1 :1. ， 従来幹線用交流機関車では，高圧タッ プ

切換えによってし、た。この機関車では低圧タップ切換方式にな

ったが ， -: J lは主I司絡に大容量の磁気I符幅官告を用レてタップ切

換えを迎統的に無電弧の状態で行なうこと ができ，さ らにタッ

プ切換をu註が軽量化されるようになったからで， これにより電

任変動本は小さくなり ， Iヰ粘着状態も良くな った。

γ リコン務流器f.i.単相 ブリッジ結線方式， 主主統定格 1~836KW，

2, 040A , 1 50 秒定絡では 3， 429KW， 3 ， 810A の容量で，冷却

方式は強制通風である。

補機関係では， 従来両サイクノレ用の電気機器は設計製作が困

難で， m~品の統一， 標準化が阻害されていた。その後技術の向

も使用可能であ り ，交流電化PrlWì以降の肢術発注のがi栄を結保

したものであると し、 うことができる。

昭和 30 年にわが国最初の交流機関 I P が 11 1 1 山線に山現してカ・

ら約 8 年， その間交流電化区間の延長に「ド っ て ， 夕、つぎぱ?に

新形式機関*が製作された。当時 I ;t!Jt術湾入開発に追われて ，

経験不足から形式も多くなり，標準化までにはモらなか っ たが，

その後幾多の変造を経て性能も安定し ， ーとに主整流会，~~ Il( と L

て 保守取敏\ .および機備の簡素な ν リコン牧流出4が'.1:斤l段階に

入るに及んで， 機関車全般にわたり他L 、ゃれ、安定した際司1 形

式機関車の lU J;)ì. の可能性がでてきた。

他方シリコ γ盤流総を用レても，水銀事き流協を用 L 、 た 何?寸位

相;1:11御による粘着性能に匹敵する能IJ倒l方式が|摘発され，さらに

無電弧市1Jj;却校術の研'先が推進された。ちょうど， このHり切に常

磐線および東北線の機関車が什 l凶されたので， 過去の製作経験

と新たな研究成果を盛り 込んで， 今後の幹線用 ED 形式微継機

関車と して In 阿が進められた。こ の機関車の軸自己監 I :l. B-B 形

式であるが， 主要項目は表 2 のとおり で，外形・機器~~fi/r~ ・ 主

1"1路つなぎ ・ 性能曲線を図-5-8 に示す。

ED75 形式機関車の特長の第 U:I.， シ リ コ γ 明書流総で粘着性

能を向上させるため低圧側制御方式としたこと ， 第 2 は従来の

使用実績から標準化されたものを用\' ， また大量生康に備えて

ー一一 119-


